
1�� ࢪցػઃݐ Vol.67　No.7　July　2015

平成 27年主要建設資材価格の動向

1．はじめに

建設ࡐࢿのՁ֨ಈ向について，一般財団法人ࡁܦௐࠪ会発行の「月

するྉ」で発දしている実Ձ֨ௐࠪの݁Ռを用いて考ࢿࢉ積ץ

こととする。

表─ 1 は，ओ要建設ࡐࢿ 25 目の直近 6 ϲ月ؒの東京地区のՁ

֨ਪҠである。4 月Ձ֨を年લの 11 月Ձ֨とൺֱすると，25 

目のうち数以上の 14 目にಈきがみられた。そのうち上昇した

目は 4 目に止まり，一方，౮༉，ストレートアスフΝルトの石

༉製やҟ形鋼，) 型鋼，ී通鋼൘の鋼ྨࡐ，電ઢ，鉄۵の国ࡍ

ܥなど，原ࡐྉの下མ等によるӨڹで 9 目に下མがみられる

など，上昇目数を大きく上回った。2012 年から建設ࡐࢿの高ಅ

がଓいてきたが，ここにきてม化がみられる。

2．主要建設資材価格の動向

このओ要 25 目の中から，特に重要と思われる 10 目について

一般財団法人ࡁܦௐࠪ会ௐࠪ部による 2015 年 4 月ௐࠪ時の東

京地区の市گஅを要すると以下の通りとなる。

（1）) 型鋼

ओྗध要家である鉄骨フΝϒリέーターは，多くの製作Ҋ݅を๊

えており引きଓきध要はݎௐである。

しかし，原ྉ相場の大෯な下がりからध要家のؒにはઌ安؍が

をܽいて࠼しており，ՙಈきはਫ਼࢝ྉख配は当用ങいにऴࡐ，ಁਁ

いる。一方，メーカーはࢉ࠾重ࢹの構えをݎ持しているが，流通業

者のؒでは数ྔ֬保から安取引にるέースがݦஶになり，ジリ

安でਪҠしている。

දᴷ 1　ओཁݐઃࡐࢿՁ֨ਪҠʢ東京区ʣ
ʤՁ֨ʹ東京ɿԁʥʤফඅ੫ൈきʥ

名　ࡐ　ࢿ ֨　　ن ୯Ґ 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月
年લ

（11 月）との
対ൺ（ԁ）

౮༉ ຽ生用 スタンド 18ᶩ؈ ؈ 1760 1746 1620 1476 1494 1476 ʵ284
A 重༉ （一般）ϩーリー LL 81500 79000 70000 58000 58500 57000 ʵ24500
Ψιリン（Ψιリン੫込） レΪϡラー スタンド L 150 148 138 126 128 127 ʵ23
ܰ༉（ܰ༉引取੫込） ϩーリー LL 113000 110500 100500 88500 89500 89500 ʵ23500
ҟ形鋼 4%295A・%16 ② LH 64 63 62 61 59 58 ʵ6
) 形鋼（構造用ࡉ෯） 200 ʷ 100 ʷ 5.5 ʷ 8 mm（44400） ② LH 81 81 81 80 79 78 ʵ3
ී通鋼൘（厚൘） ແ16 ֨ن ʙ 25914 ʷ 1829 mm ② LH 79 79 79 79 78 78 ʵ1
セメント ී通ϙルトランド όラ t 10300 10300 10300 10300 10300 10300 0
コンクリート用ࡅ石 20 ʙ 5 mm （東京 17 区） m3 4200 4200 4200 4200 4200 4200 0
࠭ 目ચい （東京ߥ 17 区） m3 4650 4850 4850 4850 4850 4850 200
生クラッシャラン࠶ 40 ʙ 0 mm （東京 17 区） m3 4200 4200 4200 4200 4200 4200 0

生コンクリート 強 21 スランプ 18 cm 20（25）mm
（東京 17 区） m3 12800 12800 12800 12800 13300 13300 500

アスフΝルトࠞ合物 生ີཻ 13࠶ mm （東京都区内） t 11200 11200 11200 11200 11200 11200 0
ストレートアスフΝルト 針入 60 ʙ 80 t 97000 90000 90000 90000 72000 72000 ʵ25000
P)C パイル A छ 350 mm ʷ 60 mm ʷ 10 m 本 29600 29600 29600 29600 29600 29600 0
ώϡーム管 ֎ѹ管 1 छ # 形 ݺびܘ 300 mm 本 9510 9510 9510 9510 9510 9510 0
鉄ےコンクリート 6 形 300 # 300 ʷ 300 ʷ 600 mm ݸ 1410 1410 1410 1410 1410 1410 0
コンクリート積みϒϩック 250 ʷ 400 ʷ 350 mm ݸ 580 580 580 580 580 580 0
ਿ正֯ 3 m ʷ 10.5 cm ʷ 10.5 cm 特 1 等 m3 44000 44000 44000 44000 44000 44000 0
ถツΨ正֯ 3 m ʷ 10.5 cm ʷ 10.5 cm 特 1 等 m3 48000 48000 50000 50000 50000 50000 2000
コンクリート型用合൘ 12 ʷ 900 ʷ 1800 mm ② ຕ 1320 1350 1350 1370 1370 1370 50
電ઢ CV 600 V ビχル 3 心 38 mm2 m 1259 1259 1259 1153 1153 1153 ʵ106
鉄۵ )2 t 21000 21000 18000 18000 16500 16500 ʵ4500
Ψス管 ന管Ͷ͡なし 25 A 本 1830 1830 1830 1830 1830 1830 0
Ԙビ管 一般管 VP 50 mm 本 1240 1240 1240 1240 1240 1240 0

（ग़య） （一財）ࡁܦௐࠪ会 ň月ץ積ࢿࢉྉ」
（記） ௐࠪ日は原ଇとしてલ月 20 日ʙ当月 6 日ௐ。
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都心部での事務所ビルや工場，物流倉ݿなど，多くの鉄骨造の工

事Ҋ݅が߇えていることから，今後もఈ固いध要がݟ込まれている

ため，ࢉ࠾ѱ化にྀۤしている流通業者は，ՙಈきの回復をܖ機に

ঃ々にചりࠊを引きకめるものとみられる。

（2）ҟ形鋼

鉄۵Ձ֨の下མ基ௐをഎܠにઌ安؍が台頭している。そのため，

ध要家ଆは納期のഭったҊ݅を中心に当用ങいでࡐྉख配を進めて

おり，धڅは引きకまりをܽいた展開がଓいている。

この状گ下，ध要家が下げѹྗを強めていることと，ൢച数ྔ

を֬保したいとする一部流通業者の思が重なったことで，安取

引が目立つ展開となった。

これに対しメーカーଆは，鉄۵相場のఈをଧつؾ配がݟえ࢝めて

いることや今後のध要もݎௐさを維持するとのݟ通しから，当໘は

ध要ݟ合いの生産にపすることでൢചՁ֨の維持を図りたい構え。

（3）セメント

セメント協会まとめによる平成 27 年 2 月期の国内ൢച実（輸

ग़をআく）は 356 ສ 6651 t とલ年ಉ月ൺ 3.7ˋのݮ少。શ国 10

地区中，東北，関東，ԭೄ地区をআく 7 地区でલ年ಉ月ൺをׂり込

Ή݁Ռとなった。メーカー֤社は年ध要に期を寄せていたも

ののग़ՙは振るわず，平成 26 年の年ؒध要定の下方修正を余

ّなくされているのが現状である。

大खメーカー֤社では 2 年લにଧちग़した上げに対して，ຬֹ

にୡしていないことを理由にՁ֨交বを継ଓしているが，実࣭的な

交বにはࢸらず進展はみられない。ઌ行き上がり要Ҽは少なく，

現行ݍ内でのਪҠとなろう。

（4）生コンクリート

東京地区生コン協組ௐによる平成 26 年のग़ՙྔは 317 ສ

7213 m3 でલ年ಉ期ൺ 2.4ˋ増。ಉ協組では平成 26 年 12 月以降લ

年ൺ 10ˋ以上のग़ՙ増がଓいたことで，લ年を上回るग़ՙྔ

を֬保することができたとしている。また平成 27 年のग़ՙݟ込

みは，豊ऱ新市場向け，都市࠶開発物݅へのग़ՙがԢであること

をഎܠにલ年並みの 320 ສ m3 と༧測している。

Ձ֨は 3 月に m3 当たり 500 ԁ上昇したが，協組ଆはさらなる上

積みを֫ಘすくՁ֨交বへの強いҙཉをࣔしているが，ध要家ଆ

の߅が大きいと༧されるため，৻重に交বを進めていくҙ向。

（5）アスフΝルトࠞ合物

平成 26 年 4 月ʙ平成 27 年 2 月期の都内向けアスフΝルトࠞ合物

製造数ྔは 185 ສ 2609 t とલ年ಉ期ൺ 5.3ˋの増加（東京アスフΝ

ルト合ࡐ協会ௐ）。しかしながら，第 4 四期の合ࡐग़ՙྔは一

般ฮ工事発が少ないことから，積ઇによるग़ՙݮのӨڹを大き

く受けたલ年と΄΅ಉ水४となるݟ通しである。

ओ原ࡐྉであるスト・アスՁ֨の下མをܖ機に，新年入り後ध

要家の下げ要ٻは一ஈと強まっている。ൢചےでは，一般工事に

よるग़ՙྔの֬保がࠔ難なことに加え，これまでの上げのଧちग़

しֹがશにまでਁಁしていないことから，現行Ձ֨の維持が

ਫ਼いっͺいの状گ。目ઌ，ԣばいਪҠの公ࢉが大きい。

（6）コンクリート用ࡅ石

豊ऱ新市場等，都心部の大ن模物݅向けの生コンग़ՙが本֨化し

たことで，コンクリート用ࡅ石のՙಈきもݎௐにਪҠしている。

ௐなध要の後ԡしを受け，新年に入り，ൢചՁ֨引き上げ交

বは活発化している。څڙଆでは，これまでの上げ分では今後の

ध要増に対する輸ૹྗ増強にはෆे分だとし，上げに対して理ղ

をٻめているものの，これまで上げを受け入れてきたध要家ଆは

3 年࿈ଓの上げに対し強い߅をࣔしており，交বは難ߤしてい

る。目ઌ，ԣばいでਪҠする公ࢉが大きい。

（7）Ψス管

メーカーのڅڙωックはղফに向かうとಉ時に，工期のれ等か

らՙಈきがௐなこともあり，市中在ݿのബ感はऑまってきた。

流通ےは引きଓき在ݿ状گをݟ極めながらചりࠊを強めているもの

の，大型Ҋ݅への本֨的納入はまだઌであることから，現状では市

。はみられない。当໘，ԣばいでਪҠしようڹมಈへのӨگ

（8）コンクリート型用合൘

輸入ྔがݮ少しているにもかかわらず，ध要のにより港頭在

を強ࠊは増加している。ൢചଆは，産地Ձ֨の上昇を受けてചりݿ

めているものの，市中のՙ余り感から市گをԡし上げるにはࢸらな

い。

（9）ܰ༉

原༉Ձ֨に大きなಈきがみられない中，元ച会社はௐな輸ग़

ྔを維持しつつ市中へのྔڅڙをݮらすことで，धڅόランスのௐ

整を図っている。一方，ध要はり上がりをܽく中，ऩ支改ળを図

りたい流通ےは現行Ձ֨のࢮकに໋ݒ。このためスϙット市場から

の安の流通がݟࢄされるものの，ઌ行き，ԣばいでਪҠしよう。

（10）電ઢέーϒル

4 月ॳ०の国内電ؾಔ建は，海֎相場高をഎܠに t 当たり 77

ສԁとલ月ॳ०ൺ 2 ສԁの上昇。流通ଆは，ౙ場のՙಈきにఀ感

がଓくことから，数ྔ֬保を重ࢹしたಈきが目立っており，市گ上

伸にはࢸっていない。

一方，日本電ઢ工業会の電ઢ受ग़ՙ速報によると，建設・電ൢ

向けの 2 月ਪ定ग़ՙྔは 2 ສ 7500 t とલ年ಉ期ൺ 2.5ˋの下མ。

ट都ݍの࠶開発を中心にध要はఈݎいが，一年લのফඅ੫増੫直લ

΄どの活گはみられない。Ն場に向け，ՙಈきが活発化するݟ方が

大をめており，流通ଆは，2 月下०からଓくಔՁジリ高のະ転

Շ分ղফがۓ٤の課題である。

3．主要資材の都市別価格動向

表─ 2 はओ要 25 目のうち，Ձ֨มಈがසൟに生͡やすくさら

に地域性の強いࡐࢿとして 3 目をநग़してओ要 10 都市毎にաڈ

2014 年 4 月と 2015 年 4 月時をൺֱしたものである。

まず，ҟ形鋼については，2015 年 4 月のՁ֨を 2014 年 4 月と

ൺֱすると，札幌をআき，ᶵ当たり 7 ԁʙ 10 ԁと 10ˋ以上の下མ

となっている。下མが原ࡐྉである鉄۵相場のӨڹによるため，શ

国的に下མ状گとなっている。一方札幌は΄かの地区にൺ小෯な
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ಈきであるが，これはଞ地区とൺӨڹがれているためで，今

後ಉ様に下མへ向かうものと思われる。

ڹผの地区事情にӨݸはࡐࢿに生コンクリートであるが，この࣍

されてՁ֨相場が形成されているため，それͧれの特৭がग़ている。

2015 年 4 月をݟると，最も高が広島の 14150 ԁで，一方安は

高松の8400ԁで，そのࠩは5750ԁと大෯なՁ֨֨ࠩとなっている。

またここ 1 年のಈきをみると，名古屋が 1200 ԁの上昇をݟせ 1 ສ

ԁ台にせた݁Ռ，2012 年に 4 地区あった 1 ສԁにಧいていない

地区は高松だけとなり，安地区がղফされつつある。

最後にアスフΝルトࠞ合物に関しては，ストレートアスフΝルト

上昇のӨڹからおおΉͶશମ的には小෯ながら上昇している。

ਤᴷ ૯߹ʣ：ࠃʢશࢦՁ֨ࡐࢿઃݐ　1

4．おわりに

図─ 1 の建設ࡐࢿՁ֨指数（શ国ɿ総合）は，2005 年 4 月から

の建設ࡐࢿՁ֨のಈきを指数化したグラフであるが，2012 年 10 月

をఈにӈݞ上がりで大෯に上昇してきたが，2014 年 4 月以降は΄

΅ԣばいの向にม化してきている。

2012 年以降に，ԁ安や原༉の上がりによる原ࡐྉの上がり

による建設ࡐࢿの上げラッシϡがあり，Ԣな建設ࢿによるࢿ

。Ձ֨が高ಅしたࡐࢿध要の高まりが後ԡしとなって，市場ではࡐ

これも 2014 年 4 月以降はམちணきをݟせ，高水४を維持して安

定的にਪҠしている。

2020 年の東京Φリンピックに向けた事業および東日本大震災の

復興事業などが，当໘建設ࢿをけん引することから，安定した建

設ࢿをഎܠに建設ࡐࢿ市گも高水४でのಈきが展開されよう。

 （文ɿߥ川）

දᴷ 2　ओཁݐઃࡐࢿのՁ֨ਪҠʢओཁ 10都ࢢʣ

名ࡐࢿ ҟ　形　　鋼 生コンクリート アスフΝルトࠞ合物

֨　ن 4%295A・%16 21-18-20（25） 生ີཻ࠶ 13（記 2 参র）

地区 ୯Ґ 2014 年
4 月

2015 年
4 月

มಈֹ
（ԁ） ୯Ґ 2014 年

4 月
2015 年

4 月
มಈֹ
（ԁ） ୯Ґ 2014 年

4 月
2015 年

4 月
มಈֹ
（ԁ）

札　幌 LH 67.0 66.0 ʵ1 m3 12500 12500 0 t 12150 12500 350 

仙　台 ʏ 68.0 61.0 ʵ7 ʏ 14000 14000 0 ʏ 10500 10500 0 

東　京 ʏ 68.0 58.0 ʵ10 ʏ 12800 13300 500 ʏ 10000 10200 200 

新　潟 ʏ 68.0 58.0 ʵ10 ʏ 12000 12500 500 ʏ 11400 11400 0 

名古屋 ʏ 65.0 58.0 ʵ7 ʏ 9600 10800 1200 ʏ 9900 10300 400 

大　阪 ʏ 65.0 55.0 ʵ10 ʏ 12200 12200 0 ʏ 9700 9900 200 

広　島 ʏ 66.0 57.0 ʵ9 ʏ 14150 14150 0 ʏ 9800 9800 0 

高　松 ʏ 67.0 59.0 ʵ8 ʏ 8400 8400 0 ʏ 12500 12800 300 

福　岡 ʏ 67.0 58.0 ʵ9 ʏ 10950 10950 0 ʏ 9700 10000 300 

ಹ　 ʏ 78.0 71.0 ʵ7 ʏ 12700 13200 500 ʏ 13300 13300 0

（ग़య）（一財）ࡁܦௐࠪ会 ň月ץ積ࢿࢉྉŉ
（記 1）ௐࠪ日は原ଇとしてલ月 20 日ʙ当月 6 日ௐ。
（記 2）生コンクリートの東京は東京 17 区Ձ֨。アスフΝルトࠞ合物の東京は東京 23 区Ձ֨。
（記 3）アスフΝルトࠞ合物の札幌は࠶生ཻࡉΪャップ 13F が対。

Ձ֨ɿԁ（ফඅ੫ൈき）




